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事務局だより

　ショートメールサービスを始めました

　ハローワーク協賛での入会説明会報告

精華町シルバー人材センターでは、令和３年度５月から会員の皆さんの携帯電話に、センターからのお知ら

せを送信するサービスを開始しました。それに伴い、テスト送信を５月の第４週目に行いました。ご確認くだ

さい。ご使用方法がわからない場合は、ご契約の携帯電話会社やご家族にご相談ください。 

今後、このサービスを幅広く活用できればと考えております。よろしくお願いいたします。 

 月に１回第３金曜日の１３時から１５時に、精華町役場で「ハローワーク京都田辺出張相談会」が行われて

います。令和２年７月から「精華町シルバー人材センター」のブースを設けてもらい、入会説明会を開催して

います。住民の方に広くセンターの存在を知っていただく機会になればということで始めました。 

コロナ禍のなか、来場される方が少なく、シルバー世代となれば更に少ないので

すが、該当すると思われる方にお声掛けし、説明をしています。説明を聞いて興味

をもっていただき、入会に繋がる一歩になることを願って１年間続けてきました。 

７月からは、精華町役場に常設「せいかジョブポイント」が開設される予定です。

「精華町シルバー人材センター」のブースも続いて行います。 

新型コロナウイルス感染予防で外出も控えなければならない日々ですが、今後精

華町シルバー人材センター以外の場所で入会説明会を行う機会ができれば、ご近所

の方をお誘いいただきまして、気軽にお越しいただければと思います。 

精華町役場でのハローワーク出張相談や、『華創』での毎月の入会の呼びかけが功を奏したのかどうかは未確

認ですが、今年度に入って下記の方が入会されました。いろんな想いと心を弾ませての入会は、すでに会員と

なられている皆さんと同じだと思われます。今はコ

ロナ禍で、会員同志が集まれる機会が少なく、残念

ながら言葉を交わすこともほとんどありません。そ

んな状況ですが、何かの機会で対面することがあっ

た場合には新しく入った仲間とのコミュニケーショ

ンを！ 

これからも、新会員となられた方をできるだけご

紹介したく思います。会員の皆さまも入会のお誘い

をしていたでければ幸いです。 

 

■高齢者＝シルバーっていつごろから？ 

シルバー人材センターの「シルバー」の語源は何？ いつごろからつかってるの？と思ったことはありませんか。 

英和辞典で「silver」を引いてみると、「銀もしくは銀色」とあり、高齢者という意味は記されていません。シル

バー＝高齢者はいわゆる和製英語です。なぜ、日本では高齢者のことを「シルバー」というのでしょうか？ 

白髪や英語の「シルバー」に由来するわけではありません。１９７３年９月１５日の敬老の日に、当時の国鉄で

高齢者へのサービスを考え、高齢者専用シートを作ることにしました。その時に使った生地が、当時の新幹線に使

っていた生地で、色はシルバーだったのです。 

「いぶし銀」「銀髪」という言葉が高齢者を連想させることもあり、名前も「シルバーシート」に決定。このこと

をきっかけに全国の鉄道会社にシルバーシートの設置が広まりました。その後、シルバーという言葉が普及してい

き、シルバー人材センターやシルバー世代など、高齢者＝シルバーという意味が定着したということのようです。 

入会日 氏　　　　　　名 校　　　　　区

　４月１１日１ 　　大喜多　優 精北小学校　　

　４月１１日２ 　　端詰　英一 山田荘小学校

　４月１２日３ 　　向井　文隆 東光小学校

　４月１５日４ 　　二見　洋右 精北小学校

　４月２６日５ 　　鈴木　博 川西小学校

　５月１６日６ 　　永野　只倶 精北小学校

　５月１１日７ 　　有山　喜代司　 山田荘小学校

　５月２８日８ 　　大谷　由美子　 東光小学校


